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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月28日(2016.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透光性材料を通して光を出射させる表面シートと、表面シートに設けられた透光性材料
と対応する位置に光源が設けられた下地シートとを備え、前記の光源からの光を前記の透
光性材料を通して出射させるようにした床用シート材において、前記の下地シートに凹溝
部を設け、この凹溝部に前記の光源に電気を導くリード線を収容させ、前記の透光性材料
によって前記の光源を覆うようにして、前記の表面シートを下地シートの上に装着させた
ことを特徴とする床用シート材。
【請求項２】
　請求項１に記載した床用シート材において、前記の透光性材料として、透光性の点字鋲
が前記の表面シートに複数装着されたことを特徴とする床用シート材。
【請求項３】
　請求項２に記載した床用シート材において、底部に光源を収容させる収容部が設けられ
た透光性の点字鋲を用い、前記の凹溝部から突出するように設けられた前記の光源を点字
鋲に設けられた収容部に収容させたことを特徴とする床用シート材。
【請求項４】
　請求項３に記載した床用シート材において、前記の点字鋲の内面側に、前記の点光源か
ら出射された光を点字鋲から斜め上方に集光させるレンズ部を設けたことを特徴する床用
シート材。
【請求項５】
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　請求項２に記載した床用シート材において、透光性材料で構成された中実の点字鋲を用
い、この点字鋲の下に前記の光源に配置させたことを特徴とする床用シート材。
【請求項６】
　請求項２～請求項５の何れか１項に記載した床用シート材において、前記の表面シート
がタイルカーペットで構成され、このタイルカーペットに設けられた取付穴部に前記の点
字鋲が着脱自在に装着されることを特徴とする床用シート材。
【請求項７】
　請求項２～請求項６の何れか１項に記載した床用シート材と、発電部を有する発電用シ
ート材とを設け、この発電用シート材における発電部において発電された電気を、前記の
床用シート材の下地シート材に設けた凹溝部内に収容されたリード線を通して前記の光源
に導くことを特徴とする表示用床構造。
【請求項８】
　請求項７に記載した表示用床構造において、前記の発電用シート材における発電部に、
振動により発電する圧電素子を用いたことを特徴する表示用床構造。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明に係る床用シート材においては、前記のような課題を解決するため、透光性材料
を通して光を出射させる表面シートと、表面シートに設けられた透光性材料と対応する位
置に光源が設けられた下地シートとを備え、前記の光源からの光を前記の透光性材料を通
して出射させるようにした床用シート材において、前記の下地シートに凹溝部を設け、こ
の凹溝部に前記の光源に電気を導くリード線を収容させ、前記の透光性材料によって前記
の光源を覆うようにして、前記の表面シートを下地シートの上に装着させた。そして、前
記の透光性材料として、透光性の点字鋲を前記の表面シートに複数装着させることができ
る。    
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